
近
世
佐
賀
の
芸
能
興
行
O

　
　
　
　
l
歌
舞
伎
・
人
形
浄
瑠
璃
を
中
心
と
し
て
－
－

土

井

順

一

ま
え
が
き

研
究
史

　
江
戸
時
代
に
佐
賀
藩
で
興
行
さ
れ
た
芸
能
に
は
、
能
・
田
楽
・
踊
・
浮
立
・
歌

舞
伎
・
人
形
浄
瑠
璃
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
浮
立
に
つ
い
て
は
、
現
在
も

佐
賀
県
内
の
随
所
で
演
ぜ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
し

か
し
、
歌
舞
伎
や
人
形
浄
瑠
璃
に
つ
い
て
は
、
つ
い
最
近
ま
で
研
究
者
に
ほ
と
ん

ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
地
方
の
芸
能
、
と
り
わ
け
歌
舞
伎
や
人
形
浄
瑠
璃
は
、
三
都
の
そ
れ
に
比
し
て

質
的
に
も
量
的
に
も
見
劣
り
す
る
こ
と
は
否
め
な
い
事
実
で
は
あ
ろ
う
が
、
芸
能

興
行
史
、
あ
る
い
は
地
方
文
化
史
と
し
て
の
視
点
で
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
。

　
佐
賀
藩
に
お
け
る
歌
舞
伎
興
行
に
つ
い
て
の
従
来
の
報
告
に
、
『
佐
賀
県
の
歴
　
　
6
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

史
』
の
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
対
馬
藩
田
代
領
の
九
品
念
仏
宗
徒
の
記
述
に

続
け
て
書
か
れ
た
部
分
で
あ
る
。

　
　
　
つ
い
で
に
九
品
念
仏
宗
の
名
は
、
佐
賀
藩
で
は
元
禄
以
前
の
宗
門
方
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
た
き

　
　
口
統
計
に
も
み
え
る
。
佐
賀
藩
で
そ
の
信
者
を
の
ち
に
は
も
・
つ
ば
ら
叩
と
よ

　
　
ん
だ
の
は
”
鉢
叩
き
”
を
つ
づ
め
た
も
の
で
、
か
ね
て
茶
器
を
つ
く
っ
て
米

　
　
に
か
え
、
芝
居
を
興
行
し
、
と
く
に
空
也
上
人
の
遠
忌
に
は
追
善
の
芝
居
を

　
　
興
行
し
た
。
ま
た
新
年
に
は
佐
賀
城
の
玄
関
式
台
で
め
で
た
い
獅
子
舞
を
奉

　
　
納
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
大
家
に
は
叩
の
獅
子
舞
が
来
訪
す
る
こ
と
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
新
年
に
は
欠
か
せ
な
い
佳
例
の
行
事
と
さ
れ
て
い
た
。

近
世
佐
賀
の
芸
能
興
行
e

右
は
、

　
　
　
②

『
雨
中
の
伽
』
の
「
歌
舞
伎
」

　　の
　　項
　　に
　　基
　　付
　　い
　　て
　　書
　　か
一　れ
　　た
　　＄

　　つ
　　で
　　あ



　
　
　
　
　
　
近
世
佐
賀
の
芸
能
興
行
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
た
き

る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
佐
賀
藩
で
は
、
主
と
し
て
「
叩
」
と
称
さ
れ
る
俳
優
達
が

歌
舞
伎
を
上
演
し
て
い
た
事
実
が
知
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
角
田
一
郎
払
暁
『
農
村
舞
台
の
総
合
的
研
究
』
（
桜
楓
社
、
昭
和

四
六
年
五
月
刊
）
に
は
、
往
時
を
し
の
ば
せ
る
佐
賀
県
内
の
多
数
の
舞
台
の
紹
介

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
佐
賀
県
の
歴
史
』
や
『
農
村
舞
台
の
総
合
的
研
究
』

に
よ
る
紹
介
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
佐
賀
藩
に
お
け
る
歌
舞
伎
や
人
形
浄

瑠
璃
の
研
究
は
そ
の
後
進
展
し
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
で
あ
っ
た
の
で
、
筆
者
も
】
時
は
歌
舞
伎
な
ど
の
興
行

記
録
は
な
い
の
か
と
思
っ
た
が
、
し
か
し
、
調
査
を
進
め
て
行
く
う
ち
に
、
存
外

多
く
の
資
料
が
埋
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
例
え
ば
、
『
鹿
島
藩
日
記
』
、

『
雨
中
の
伽
』
、
『
野
田
家
日
記
』
、
『
皿
山
代
官
旧
記
覚
書
』
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ら
に
つ
い
て
は
、
一
部
既
に
報
告
し
た
。

　
ま
た
、
最
近
に
な
り
部
落
史
研
究
者
に
よ
る
資
料
の
精
力
的
な
発
掘
が
始
ま
つ

　
④た

。
そ
れ
は
、
諌
早
家
、
多
久
家
、
蓮
池
藩
、
小
城
藩
な
ど
の
日
記
類
に
記
載
さ

れ
る
、
い
わ
ゆ
る
藩
政
資
料
中
の
記
事
の
紹
介
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
日
記
類
に
佐

賀
本
藩
や
そ
の
他
の
家
の
そ
れ
を
加
え
る
と
、
二
千
数
百
冊
に
も
の
ぼ
る
よ
う

で
、
我
々
は
彪
大
な
資
料
の
宝
庫
の
前
に
立
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
来
、
佐
賀

藩
関
係
の
か
か
る
芸
能
記
事
は
学
界
に
全
く
報
告
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ

れ
ら
総
て
の
日
記
類
か
ら
芸
能
記
事
が
抽
出
整
理
さ
れ
た
暁
に
は
、
佐
賀
藩
の
み

な
ら
ず
近
世
の
地
方
芸
能
興
行
史
の
非
常
に
貴
重
な
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
ま
れ
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
総
て
調
査
し
得
た
訳
で
な
く
、
中
間

的
発
表
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
一
応
資
料
の
紹
介
を
か
ね
て
少
し

く
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

註
①②③④

二

城
島
正
祥
氏
・
杉
谷
昭
氏
著
「
佐
賀
県
の
歴
史
』
（
山
川
出
版
社
、
昭
和
四
七
年
九

月
刊
）
　
一
三
七
ペ
ー
ジ
。

佐
賀
藩
士
堤
主
礼
が
、
文
化
八
年
（
一
八
＝
）
五
月
頃
か
ら
翌
九
年
に
か
け
て
編

纂
し
た
と
考
え
ら
れ
る
、
「
文
学
」
「
天
文
」
「
和
歌
」
な
ど
四
八
部
門
に
お
よ
ぶ
佐

賀
の
諸
道
諸
芸
の
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
。
『
随
筆
百
花
苑
』
（
中
央
公
論
社
、
昭

和
五
六
年
夏
月
刊
）
第
一
五
巻
に
翻
刻
が
あ
る
。

『
佐
賀
の
文
学
』
（
新
郷
土
刊
行
協
会
、
昭
和
六
二
年
一
月
刊
）
近
世
篇
、
「
庶
民
文

芸
の
諸
相
」
。
芸
能
史
研
究
会
例
会
（
昭
和
六
一
年
九
月
一
二
日
）
で
「
近
世
佐
賀

芸
能
小
考
」
と
題
し
て
口
頭
発
表
し
、
一
部
は
「
近
世
佐
賀
の
芸
能
興
行
」
と
し
て

「
京
都
新
聞
」
（
昭
和
六
一
年
一
二
月
九
日
）
に
発
表
。

大
園
隆
二
郎
氏
「
諌
早
家
日
記
類
に
み
る
元
禄
元
年
か
ら
五
年
に
至
る
記
事
に
つ
い

て
」
（
『
佐
賀
部
落
解
放
研
究
所
紀
要
　
部
落
史
研
究
』
第
一
号
、
昭
和
五
九
年
三

月
）
、
「
多
久
家
『
御
屋
形
日
記
』
か
ら
」
（
『
同
上
』
第
二
号
、
昭
和
五
九
年
一
二

月
）
、
中
村
久
子
氏
「
蓮
池
鍋
島
家
『
請
役
所
日
記
』
か
ら
」
「
小
城
鍋
島
家
『
小
城

藩
日
記
』
か
ら
」
「
小
城
鍋
島
家
『
小
城
藩
日
記
目
録
』
か
ら
」
（
『
同
上
』
第
三
号
、

昭
和
六
一
年
二
月
）
。
多
久
家
は
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
か
ら
元
禄
一
六
年

（
一
七
〇
三
）
ま
で
。
蓮
池
藩
は
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
か
ら
元
文
元
年
（
一

七
三
六
）
ま
で
。
『
小
城
藩
日
記
』
は
、
宝
永
三
年
か
ら
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）

ま
で
。
『
小
城
藩
日
記
目
録
』
は
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
か
ら
元
文
元
年
ま
で
。

二
　
佐
賀
藩
の
芸
能
政
策

　
芸
能
興
行
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
そ
れ
が
為
政
者
の
政
治
の
影
響
を
受
け
や
す

い
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
幕
府
や
藩
主
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
気
く
ば
り
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
地
方
の
芸
能
興
行
の
場
合
は
、
そ
れ
に
加
え
て
天
変
地
異
に
関
す

る
配
慮
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
が
、
こ
こ
で
は
佐
賀
藩
の
芸
能
政
策
に
つ
い
て
の

み
確
認
し
て
お
こ
う
。
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ま
ず
そ
の
前
に
、
佐
賀
藩
の
政
治
機
構
は
複
雑
な
面
が
あ
る
の
で
、
そ
の
点
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

つ
い
て
『
佐
賀
市
史
』
第
二
巻
に
よ
り
記
し
て
お
く
。

　
佐
賀
藩
は
、
大
友
氏
や
島
津
氏
と
な
ら
ん
で
九
州
を
三
分
す
る
程
の
勢
力
の
あ

っ
た
戦
国
大
名
、
龍
造
寺
隆
信
が
天
正
一
二
年
（
一
五
八
四
）
島
原
で
戦
死
し
た

後
、
家
老
で
あ
っ
た
鍋
島
直
茂
が
実
権
を
に
ぎ
り
、
そ
の
子
の
勝
茂
が
確
立
し
た

も
の
で
あ
る
。
勝
茂
は
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
関
ケ
原
の
戦
で
西
軍
に
味
方
し

て
敗
れ
た
が
、
家
康
に
陳
謝
し
、
柳
川
の
立
花
氏
を
討
伐
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ

の
罪
を
免
れ
た
。
そ
し
て
、
慶
長
一
八
年
（
一
六
＝
二
）
に
肥
前
国
三
十
五
万
七

千
三
十
六
石
余
を
安
堵
さ
れ
、
佐
賀
藩
の
基
礎
を
固
め
て
い
く
の
で
あ
る
。
勝
茂

は
、
元
和
か
ら
寛
永
に
か
け
て
、
長
男
元
茂
を
小
城
に
、
三
男
直
澄
を
蓮
池
に
、

五
男
直
言
を
鹿
島
に
そ
れ
ぞ
れ
分
封
し
た
。
ま
た
、
龍
造
寺
一
族
を
多
久
、
武

雄
、
諫
早
、
須
古
に
配
し
、
そ
れ
ぞ
れ
知
行
地
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

大
配
分
と
す
る
が
、
こ
れ
以
外
に
も
家
老
や
着
座
と
呼
ば
れ
る
藩
政
の
福
機
担
当

の
家
柄
を
、
大
配
分
格
小
配
分
と
し
て
、
こ
れ
に
も
知
行
地
を
与
え
た
。
そ
し
て

三
支
藩
は
も
と
よ
り
、
大
配
分
、
大
配
分
格
小
配
分
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
臣
へ

の
知
行
権
や
領
内
で
の
司
法
・
警
察
権
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
自
治
権
を
認
め
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
大
配
分
な
ど
を
一
瞥
す
る
た
め
に
、
『
佐
賀
県
の
歴
史
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る

②表
を
左
に
掲
出
し
て
お
く
。

　
と
こ
ろ
で
、
時
代
が
下
っ
て
く
る
と
佐
賀
本
藩
は
少
し
ず
つ
支
配
権
を
強
化

し
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
は
『
三
家
格
式
』
を
制
定
し
て
小
城
・
蓮
池
・

鹿
島
の
三
支
藩
も
そ
の
支
配
下
に
置
く
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
し
か
し
、

勝
茂
が
当
初
か
ら
本
中
の
支
配
権
も
お
よ
ぶ
よ
う
な
郡
方
の
制
度
を
し
い
て
い
た

　
　
　
　
　
近
世
佐
賀
の
芸
能
興
行
e

大
配
分

石

高

［元

¥
＋
二
年
人
旦
安
政
四
年
合

三
家
（
支
藩
）

親

類

親
類
同
格

鹿蓮小

島池城

二五七
〇二三

N　　 S　　 N

O六二
〇二五
〇五二
　　i石

　
白
石
二
〇
、
二
七
六
・
五

　
川
久
保
　
一
〇
、
○
○
○

△
久
保
田
　
一
〇
、
七
七
〇

　
村
田

六
、
○
○
○

△
諌
　
早
　
二
六
、
二
〇
〇

△
多
久
　
二
一
、
七
三
四
・
五

△
武
　
…
雄
　
二
一
、
六
〇
〇

△
須
　
古
　
一
〇
、
○
○
○

二五二
s　　N　　s

四一三
八七五
四二二人

二四五七
N　　N　　S　　N

一七四一
ニー三八
五四二八

三
五
、
一
七
四

一
五
、
二
五
三

一
八
、
〇
一
三

　
三
、
〇
七
三

　
　
　
　
人

三
五
、
○
○
〇

三
五
、
九
〇
〇

＝
二
、
二
〇
〇

八
、
二
〇
〇

六
、
六
〇
〇

四
、
九
〇
〇

二
、
六
〇
〇

五
三
、
三
〇
〇

一
七
、
○
○
〇

二
六
、
八
○
〇

　
二
、
九
〇
〇

ω
　
こ
の
ほ
か
に
大
配
分
に
準
ず
る
も
の
に
大
配
分
格
小
配
分
が
あ
っ
て
、
大
土

　
分
と
同
じ
自
治
権
を
も
っ
て
い
た
。

②
　
安
政
四
年
の
統
計
は
十
位
以
下
を
切
り
捨
て
て
い
る
。

㈲
　
△
印
は
龍
造
評
注
の
一
族
。

の
で
、
当
然
で
は
あ
っ
た
。
郡
代
の
支
配
権
は
郡
全
体
に
及
び
、
自
治
権
を
認
め

ら
れ
た
大
配
分
と
い
え
ど
も
、
そ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
配
分
地
の
領
民
は
、
い

わ
ば
二
重
の
支
配
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
右
の
よ
う
に
複
雑
な
政
治
機
構
で
あ
る
が
、
佐
賀
藩
の
芸
能
政
策
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
な
方
針
が
と
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
佐
賀
藩
の
基
礎
は
、
勝
茂
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
彼
が

定
め
た
藩
法
は
多
く
、
後
代
の
藩
政
の
基
準
と
さ
れ
た
。
こ
と
に
慶
安
五
年
（
一

六
五
二
）
に
集
成
さ
れ
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
に
改
訂
さ
れ
た
藩
法
集
『
鳥

ノ
子
帳
』
は
、
最
も
重
視
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
芸
能
に
関
す
る
法
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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近
世
佐
賀
の
芸
能
興
行
e

が
載
る
の
で
、
左
に
掲
出
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
朱
書
）

　
　
一
、
跳
井
浮
立
「
其
外
商
舞
操
之
類
1
1
此
廉
七
本
玉
露
1
1
原
注
」
停
止
之

　
　
　
　
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
本
伯
者
ナ
シ

　
　
　
　
　
　
但
シ
、
仕
候
ハ
て
不
為
時
は
、
郡
代
へ
申
届
、
其
上
二
て
伯
習
・

　
　
　
　
　
（
開
原
注
）

　
　
　
　
　
　
主
水
・
玄
蕃
へ
相
尋
、
下
知
次
第
可
仕
事
、

　
　
　
　
　
　
　
一
本
、
但
シ
、
祭
礼
軒
付
而
仕
来
之
所
ハ
格
別
五
条
、
主
水
・

　
　
　
　
　
　
　
玄
蕃
墨
付
を
旨
旨
置
去
、
其
外
若
仕
候
ハ
て
（
目
原
注
）

　
　
　
　
　
（
略
）

　
　
　
　
　
明
暦
元
年

　
　
　
　
　
　
　
七
月
十
二
日
遅
信
濃
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
本
、
山
城
守
無
之
（
H
原
注
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍋
嶋
山
城
守
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
久
美
作
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍋
嶋
左
京
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諌
早
豊
前
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍋
嶋
伯
十
日
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍋
嶋
主
水
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍋
嶋
玄
蕃
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
佐
賀
藩
の
芸
能
政
策
は
、
踊
、
浮
立
、
能
、
舞
、
操
な
ど

の
芸
能
は
、
原
則
と
し
て
禁
止
す
る
が
、
祭
礼
時
に
上
演
す
る
も
の
に
つ
い
て
は

問
題
な
く
、
し
か
も
特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合
（
例
え
ば
雨
乞
な
ど
）
に
も
許
可

す
る
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
な
お
こ
の
政
策
は
、
後
世
も
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
、

以
下
に
示
す
二
つ
の
例
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

　
一
つ
は
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
六
月
二
二
日
に
出
さ
れ
た
お
触
れ
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

「
躍
井
浮
立
其
外
能
、
舞
、
繰
之
類
停
止
、
但
祭
礼
二
付
而
仕
来
候
所
ハ
各
別
」

と
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
本
藩
八
代
藩
主
治
茂
が
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
九
月

か
ら
行
っ
た
藩
政
改
革
に
さ
い
し
て
出
し
た
法
令
に
も
、
勝
茂
の
政
策
が
踏
襲
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
　
一
、
踊
＃
浮
立
其
外
能
・
舞
・
操
之
類
、
前
々
よ
り
之
停
止
二
候
、
尤
神
事
　
　
卿

　
　
　
祭
礼
鴨
付
て
い
た
し
来
候
処
は
、
主
水
・
玄
蕃
墨
付
を
以
、
差
免
候
様
鳥

　
　
　
子
帳
御
書
載
被
置
候
、
恒
例
之
所
た
り
共
、
是
迄
之
通
、
蔵
方
頭
人
承

　
　
　
之
、
尚
又
相
調
子
請
役
所
申
達
可
差
免
候
、
致
来
と
候
而
も
随
分
手
軽
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
　
二
様
可
申
付
候
事
、

　
　
　
　
　
（
略
）

　
右
に
よ
っ
て
、
明
暦
元
年
七
月
の
時
点
で
は
、
踊
、
浮
立
、
能
、
舞
、
操
な
ど

は
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
も
上

演
し
た
い
場
合
に
は
、
郡
代
へ
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

『
鳥
ノ
野
帳
』
の
一
本
に
は
、
祭
礼
で
上
演
し
て
き
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
格

別
の
お
許
し
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
佐
賀
藩
で
の
芸
能
興
行
は
、
主
に
祭
礼
と
一
体

的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
こ
の
こ
と
は
武
士
以
外
の
一
般
の
庶
民
に
対
す
る
政
策
で
あ
る
。
従
っ
て
後

に
紹
介
す
る
資
料
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
武
家
で
は
祭
礼
の
日
以
外
に
も
し
ば

し
ば
芸
能
を
観
劇
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。



　　註
＠＠＠④⑤

佐
賀
市
、
昭
和
五
二
年
七
月
刊
。

『
佐
賀
県
の
歴
史
』
八
三
ペ
ー
ジ
。
こ
こ
で
は
縦
組
み
に
変
え
た
。

『
鳥
ノ
子
御
帳
』
「
万
法
度
」
（
郵
書
」
〈
鳥
栖
市
史
資
料
編
第
三
集
〉
鳥
栖

市
役
所
、
昭
和
四
六
年
三
月
刊
。
九
九
ペ
ー
ジ
）

多
久
家
『
御
屋
形
日
記
』
（
『
佐
賀
部
落
解
放
研
究
所
紀
要
　
部
落
史
研
究
』
第
二

号
、
　
＝
＝
ペ
ー
ジ
）

『
御
改
正
御
書
附
』
「
蔵
入
方
付
而
之
書
付
」
（
註
③
＝
二
六
ペ
ー
ジ
）

三
　
佐
賀
藩
の
芸
能
興
行

　
佐
賀
藩
で
は
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
芸
能
が
興
行
さ
れ
た
の
か
、
ま
ず
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
資
料
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
こ
こ
で
は
、
鹿
島
藩
の
日
記
と
、
牛
津

の
富
商
、
野
田
家
の
日
記
の
記
事
を
掲
出
す
る
。
藩
関
係
の
日
記
類
の
記
事
に
つ

い
て
は
、
前
述
し
た
通
り
、
小
城
藩
、
蓮
池
藩
、
多
久
家
、
諌
早
家
の
も
の
が
既

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
鹿
島
藩
を
と
り
あ
げ
る
。
ま
た
、
野
田
家
の
日
記
に

つ
い
て
は
、
文
化
か
ら
幕
末
に
か
け
て
の
佐
賀
の
芸
能
興
行
の
実
態
が
窺
え
、
し

か
も
狂
言
の
外
題
名
が
か
な
り
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
非
常
に
貴
重
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

　
鹿
島
藩
の
日
記
は
、
現
在
、
佐
賀
県
鹿
島
市
古
枝
の
祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
も
の
は
、
元
禄
一
〇
年
（
＝
ハ
九
七
）
の

『
直
條
公
御
在
府
日
記
』
か
ら
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
ま
で
の
請
役
所
日
記
な

ど
四
七
五
冊
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
最
初
か
ら
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
ま
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

三
好
不
二
雄
先
生
御
夫
妻
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
元
禄
一
六

年
一
二
月
二
五
日
に
南
里
源
八
の
部
屋
か
ら
出
火
し
、
請
役
部
屋
が
傍
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
近
世
佐
賀
の
芸
能
興
行
9

こ
と
か
ら
、
藩
の
掟
書
を
は
じ
め
諸
日
記
や
絵
図
ま
で
ほ
と
ん
ど
焼
失
し
て
し
ま

っ
た
。
原
因
は
、
南
里
の
た
ば
こ
の
火
の
不
始
末
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
以
下
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
か
ら
享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）

ま
で
の
芸
能
興
行
関
係
記
事
を
年
表
仕
立
で
紹
介
し
よ
う
。

○
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）

　
　
二
月
二
二
日

　
　
　
晩
に
、
た
＼
き
残
四
郎
等
二
人
呼
寄
せ
、

　
　
二
月
二
七
日

　
　
　
お
子
様
方
、
獅
エ
・
舞
上
覧
。

浄
瑠
璃
を
聞
く
。

七
月
七
日

　
晩
に
浄
瑠
璃
を
聞
き
、
銀
子
壱
両
を
与
え
る
。

八
月
二
七
日

　
琴
路
・
松
岳
に
て
上
郷
浮
立
。

　
鹿
嶋
郷
浮
立
・
お
ど
り
・
狂
言
、
丹
生
へ
行
く
。
昨
年
は
浮
立
の
み
行
う
。

九
月
一
日

　
お
幾
様
（
直
三
女
）
、
鹿
嶋
郷
浮
立
を
御
仮
屋
に
呼
寄
せ
御
見
物
。
松
之
助
様

　
條
男
朝
英
）
の
屋
形
に
も
浮
立
行
く
。

一
一
月
＝
日

　
花
木
庭
に
て
浅
浦
お
ど
り
。

一
一
月
一
九
日

　
琴
路
祭
礼
。

＝
月
二
一
日

　
御
仮
屋
に
て
上
郷
躍
。

○
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）

　
　
九
月
二
六
日

　
　
五
宮
神
事
。

五

（
直

156



　
　
　
　
　
近
世
佐
賀
の
芸
能
興
行
e

　
　
九
月
二
八
日

　
　
　
左
京
（
朝
英
）
宅
へ
、
た
》
き
呼
寄
せ
る
。

　
　
一
〇
月
四
日

　
　
　
鹿
嶋
郷
浮
立
。
丹
生
・
五
宮
へ
行
く
。

　
　
＝
月
一
九
日

　
　
　
琴
路
祭
礼
。

○
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）

　
　
四
月
二
〇
日

　
　
　
花
木
庭
に
て
豊
後
叩
の
踊
上
演
。
左
京
・
お
幾
様
も
上
覧
。

　
　
八
月
一
八
日

　
　
　
鹿
嶋
郷
浮
立
。
五
宮
に
て
、
中
村
・
森
井
・
土
井
丸
三
ケ
村
の
躍
解
散
。

　
　
八
月
二
〇
日

　
　
　
丹
生
浮
立
、
鹿
嶋
郷
に
て
上
演
。

　
　
八
月
二
一
日

　
　
　
花
木
庭
に
て
鹿
嶋
躍
・
塩
田
躍
上
演
。
又
、
左
京
宅
に
て
も
塩
田
躍
上
演
。

　
　
八
月
二
二
日

　
　
　
お
幾
様
、
鹿
嶋
郷
井
手
村
の
躍
を
、
黒
部
舎
人
宅
に
て
上
覧
。
又
、
左
京
宅
に
も
呼

　
　
　
ぶ
。

　
　
九
月
一
一
日

　
　
　
左
京
宅
に
て
木
庭
躍
上
演
。

　
　
九
月
一
二
日

　
　
　
お
幾
様
、
竹
松
様
（
直
條
男
堅
武
）
、
板
部
舎
人
宅
に
て
木
庭
踊
上
覧
。

　
　
九
月
二
六
日

　
　
　
五
宮
祭
礼
。

　
　
一
〇
月
一
〇
日
～
一
一
日

　
　
　
左
京
様
・
お
幾
様
・
竹
松
様
、
中
津
江
叩
四
人
の
踊
狂
言
を
上
覧
。

　
　
一
一
月
七
日

　
　
お
幾
様
、
花
木
庭
に
て
叩
の
踊
を
見
物
。

山ノ、

　
　
一
一
月
＝
二
日

　
　
　
琴
路
祭
礼
。

　
　
一
一
月
一
六
日

　
　
　
能
古
見
郷
の
通
物
、
御
兄
弟
様
（
幾
・
竹
松
）
舎
人
宅
に
て
上
覧
。

○
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）

　
　
五
月
一
九
日

　
　
　
鹿
嶋
郷
、
旱
天
に
つ
き
五
宮
で
雨
乞
浮
立
。

　
　
六
月
二
八
日

　
　
　
庖
瘡
除
の
立
願
浮
立
が
余
り
多
す
ぎ
る
為
、
以
後
こ
の
浮
立
は
禁
止
。

　
　
七
月
三
日

　
　
　
御
兄
弟
様
、
花
木
庭
に
て
中
津
江
叩
四
人
の
踊
狂
言
上
覧
。

　
　
七
月
四
日

　
　
　
御
兄
弟
様
、
舎
人
宅
に
て
叩
の
踊
上
覧
。

　
　
九
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
鹿
嶋
郷
浮
立
、
丹
生
・
五
宮
へ
行
く
。

　
　
九
月
三
日

　
　
　
紹
立
様
（
三
朝
）
、
御
兄
弟
様
、
塩
田
踊
を
舎
人
宅
に
て
上
覧
。

　
　
九
月
四
日

　
　
　
鹿
嶋
郷
浮
立
、
井
手
村
踊
、
本
丸
に
お
い
て
上
演
。

　
　
九
月
一
八
日

　
　
　
御
兄
弟
様
、
御
屋
形
に
お
い
て
木
庭
踊
狂
言
を
上
覧
。
舞
台
、
楽
屋
は
前
日
の
一
七

　
　
　
日
に
作
る
。

　
　
九
月
二
六
日

　
　
　
五
宮
祭
礼
。

　
　
【
二
月
「
日

　
　
　
琴
路
祭
礼
。
今
年
は
通
物
も
な
し
。

○
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）



一
月
一
八
日

神
崎
宿
の
あ
や
つ
り
に
つ
い
て
連
絡
あ
り
。

一
月
二
二
日

今
日
、
御
兄
弟
様
、
花
木
庭
に
て
中
津
江
叩
（
一
〇
人
）
を
見
物
さ
れ
る
筈
の
所
、

城
之
助
様
（
光
茂
男
）
死
去
の
た
め
延
引
。

一
月
二
四
日

御
兄
弟
様
、
叩
の
芸
上
覧
。

一
月
二
五
日

紹
龍
公
、
木
下
七
左
衛
門
宅
に
て
叩
上
覧
。

一
月
二
六
日

紹
龍
公
、
原
新
左
衛
門
宅
に
て
叩
上
覧
。
叩
達
に
銀
子
百
目
与
え
る
。

一
月
二
七
日

紹
龍
公
、
お
幾
様
、
豊
後
叩
の
踊
狂
言
を
上
覧
。
外
題
、
「
花
車
お
と
り
」
「
宝
永
宝

　
つ
ち
」
「
曽
我
蓬
総
山
三
番
続
」
「
三
本
扇
お
と
り
」
「
摂
津
国
中
津
川
原
物
語
三
番

続
」
「
ま
ん
ち
う
う
り
」
「
切
お
と
り
」

一
月
二
八
日

　
御
兄
弟
様
、
舎
人
宅
に
て
佐
賀
叩
を
上
覧
。
叩
達
一
〇
人
（
残
四
郎
・
伝
六
郎
・
七

　
三
郎
・
幸
十
郎
・
藤
十
郎
・
半
二
郎
・
平
九
郎
・
吉
六
・
千
左
衛
門
・
千
兵
衛
）

　
に
、
銀
子
三
枚
与
え
る
。

一
月
二
九
日

　
井
手
平
次
郎
、
紹
龍
公
に
豊
後
叩
を
御
覧
に
入
れ
る
。
外
題
、
「
お
と
り
」
「
か
み
ゆ

　
ゐ
衆
道
」
「
傾
城
石
山
寺
三
番
続
」
「
お
と
り
」
「
有
馬
の
藤
三
番
続
」
「
お
と
り
」

閏
一
月
一
日

　
善
徳
寺
に
て
豊
後
叩
上
演
。

閏
一
月
四
日

　
久
布
白
三
左
衛
門
、
紹
龍
公
に
豊
後
叩
を
御
覧
に
入
れ
る
。
外
題
、
「
お
と
り
」
「
北

　
国
田
舎
大
臣
」
「
ま
ん
て
う
売
」
「
か
る
か
や
道
心
」
「
持
丸
長
者
三
番
続
」
「
ま
や
山

　
三
番
続
」
お
と
り
」
「
火
お
と
り
」

閨
一
月
六
日

　
　
　
近
世
佐
賀
の
芸
能
興
行
H

　
大
膳
様
・
大
蔵
様
、
紹
龍
公
に
豊
後
叩
を
御
覧
に
入
れ
る
。
お
幾
様
も
上
覧
。

二
月
一
五
日

　
花
木
庭
に
て
豊
後
あ
や
つ
り
上
演
。
あ
や
つ
り
人
数
九
人
。
外
題
、
「
烏
帽
子
折
」

　
「
狂
言
あ
や
を
り
」
そ
の
他
二
番
上
演
。

二
月
二
四
日

　
花
木
庭
に
て
豊
後
叩
上
演
。

二
月
二
九
日

　
浜
中
町
踊
。

三
月
一
日

浜
八
本
木
踊
。

三
月
二
日

　
紹
龍
公
、
浜
中
町
の
庖
瘡
祈
疇
の
た
め
の
踊
狂
言
上
覧
。

三
月
三
日

　
浜
中
町
踊
、
御
屋
形
へ
参
る
。
浜
八
本
木
、
花
木
庭
に
て
庖
霊
祭
の
踊
狂
言
を
上

演
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

三
月
四
日

　
浜
八
本
木
の
踊
、
御
屋
形
へ
参
る
。

三
月
七
日

　
鹿
嶋
町
踊
、
五
宮
に
て
あ
り
。

三
月
八
日

　
鹿
嶋
町
踊
、
御
兄
弟
様
上
覧
。

三
月
一
一
日

　
鹿
嶋
町
踊
、
さ
ら
町
踊
あ
り
。

三
月
二
二
日

　
鹿
嶋
町
踊
狂
言
、
御
屋
形
に
て
上
演
。

三
月
二
六
日

　
月
待
の
た
め
鹿
嶋
町
の
市
右
衛
門
・
平
之
允
を
呼
び
、
浄
瑠
璃
を
語
ら
せ
る
。

四
月
二
〇
日

　
お
幾
様
、
舎
人
宅
に
て
鹿
嶋
町
踊
狂
言
上
覧
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
　
　
近
世
佐
賀
の
芸
能
興
行
e

　
　
七
月
二
三
日

　
　
　
虫
害
の
た
め
、
五
宮
へ
浮
立
、
琴
路
へ
相
撲
、
松
岡
へ
能
の
立
願
あ
り
。

　
　
八
月
一
三
日

　
　
　
鹿
嶋
郷
浮
立
。
五
宮
、
丹
生
へ
参
る
。
踊
は
な
し
。

　
　
九
月
二
六
日

　
　
　
五
宮
神
事
。

　
　
＝
月
一
九
日

　
　
　
琴
路
祭
礼
、
通
し
物
…
頭
の
み
。

○
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）

　
　
二
月
一
二
日

　
　
　
本
藩
か
ら
倹
約
令
の
お
触
れ
、
又
、
「
口
達
」
と
し
て
、
「
躍
・
狂
言
・
操
」
な
ど
を

　
　
　
禁
止
す
る
旨
通
達
あ
り
。

　
　
六
月
三
〇
日

　
　
　
鹿
嶋
郷
、
明
日
、
五
宮
に
お
い
て
雨
乞
立
願
と
し
て
の
浮
立
を
願
い
、
認
可
さ
れ
る
。

　
　
八
月
二
一
日

　
　
　
鹿
嶋
郷
浮
立
。

　
　
九
月
二
六
日

　
　
　
五
宮
神
事
。

　
　
＝
月
一
三
日

　
　
　
琴
路
神
事
。

　
　
一
一
月
一
九
日

　
　
　
昼
八
ツ
過
紹
龍
公
逝
去
（
八
八
歳
）
。

○
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）

　
　
八
月
一
六
日

　
　
　
塩
田
郷
、
浮
立
躍
狂
言
上
演
。

○
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）

　
　
一
二
月
一
一
日

　
　
　
回
路
宮
祭
礼
。

　
　
一
二
月
一
二
日

　
　
　
能
古
見
郷
、
通
物
、
狂
言
躍
あ
り
。

○
正
徳
三
年
（
一
七
＝
二
）

　
　
九
月
二
六
日

　
　
　
五
宮
祭
礼
。

　
　
九
月
二
九
日

　
　
　
深
浦
踊
狂
言
上
覧
。

　
　
一
一
月
二
四
日

　
　
　
能
古
見
祭
礼
、
躍
狂
言
上
覧
。
三
頭
出
る
。

○
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）

　
　
＝
月
≡
二
日

　
　
　
琴
路
祭
礼
。

　
　
一
一
月
二
四
日

　
　
　
能
古
見
、
通
物
。

○
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）

　
　
八
月
二
〇
日

　
　
　
鹿
嶋
郷
、
踊
狂
言
。
五
宮
、
塩
田
へ
行
く
。

　
　
八
月
二
一
日

　
　
　
井
手
祭
、
浮
立
踊
狂
言
上
覧
。

　
　
九
月
一
〇
日

　
　
　
御
屋
形
に
て
木
庭
踊
狂
言
あ
り
。
叩
参
上
し
、

　
　
九
月
一
二
日

　
　
　
叩
、
躍
狂
言
上
演
。

　
　
二
月
一
七
日

八

晩
に
踊
狂
言
上
演
。
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中
津
江
叩
、
躍
狂
言
上
演
。

　
　
一
一
月
一
九
日
～
二
二
日

　
　
　
踊
狂
言
上
演
。

○
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）

　
　
＝
月
一
九
日

　
　
　
琴
路
舞
台
解
く
。
踊
あ
り
。

○
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）

　
　
九
月
一
〇
日

　
　
　
木
庭
踊
、
上
覧
。

　
　
一
〇
月
一
一
日

　
　
　
木
庭
踊
、
上
覧
。

　
　
一
一
月
二
四
日

　
　
　
能
古
見
通
物
、
御
屋
形
へ
参
上
。

　
　
一
一
月
二
六
日

　
　
　
琴
路
舞
台
解
、
通
物
あ
り
。

○
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）

　
　
三
月
一
五
日

　
　
　
嬉
野
あ
や
つ
り
、
御
屋
形
に
て
上
演
。

　
　
九
月
九
日

　
　
　
三
獄
山
祭
礼
、
浮
立
踊
。

　
　
九
月
一
〇
日

　
　
　
木
庭
踊
狂
言
。

　
　
九
月
一
一
日

　
　
　
琴
路
宮
に
お
い
て
木
庭
踊
。

　
　
九
月
二
六
日

　
　
　
五
宮
祭
礼
。
今
年
か
ら
常
広
村
に
よ
る
浮
立
踊
を
始
め
る
。

　
　
　
　
　
近
世
佐
賀
の
芸
能
興
行
H

　
　
九
月
二
七
日

　
　
　
御
屋
形
に
て
常
広
村
浮
立
踊
。

　
　
＝
月
二
二
日

　
　
　
琴
路
祭
礼
。

　
　
＝
旦
＝
二
日

　
　
　
能
古
見
通
物
、
御
屋
形
に
参
上
。

　
　
一
一
月
二
六
日

　
　
　
琴
路
に
て
西
牟
田
宿
の
あ
や
つ
り
あ
り
。

○
享
保
一
〇
年
（
一
七
二
五
）

　
　
九
月
二
六
日

　
　
　
五
宮
神
事
、
踊
浮
立
。

　
　
九
月
二
七
日

　
　
　
御
屋
形
に
て
常
広
村
踊
狂
言
上
演
。

　
　
一
一
月
二
三
日

　
　
　
能
古
見
通
物
。

○
享
保
＝
二
年
（
一
七
二
八
）

　
　
＝
月
一
〇
日

　
　
　
五
宮
に
て
新
蔵
村
踊
狂
言
。

　
　
＝
月
二
一
日

　
　
　
琴
路
祭
礼
、
通
物
。

　
　
二
月
二
二
日

　
　
　
御
屋
形
に
て
能
古
見
通
物
。

○
享
保
一
五
年
（
一
七
三
〇
）

　
　
八
月
一
四
日

　
　
　
鹿
嶋
郷
浮
立
。
丹
生
其
外
へ
行
く
。

　
　
八
月
一
五
日

九
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近
世
佐
賀
の
芸
能
興
行
日

　
　
　
御
屋
形
に
て
鹿
嶋
郷
井
手
祭
浮
立
上
演
。

　
　
九
月
九
日

　
　
　
木
庭
祭
礼
。
浮
立
、
三
嶽
に
て
あ
り
。

　
　
九
月
二
六
日

　
　
　
五
宮
神
事
。
今
年
は
土
井
丸
村
が
狂
言
。

　
　
九
月
二
七
日

　
　
　
御
屋
形
に
て
土
井
丸
村
狂
言
上
演
。

　
　
九
月
二
八
日

　
　
　
五
宮
に
て
狂
言

　
　
一
一
月
一
四
日

　
　
　
琴
路
祭
礼
、
通
物
。

　
　
一
一
月
一
七
日

　
　
　
御
屋
形
に
て
能
古
見
通
物
。

○
享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）

　
　
一
一
月
二
〇
日

　
　
　
琴
路
、
通
物
。

　
　
＝
月
二
一
日

　
　
　
能
古
見
、
通
物
。

○
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）

　
　
二
月
二
八
日

　
　
　
琴
路
に
て
立
願
成
就
の
た
め
叩
狂
言
上
演
。

　
　
一
一
月
二
〇
日

　
　
　
琴
路
祭
礼
、
通
物
。

○
享
保
一
八
年
（
一
七
三
三
）

　
　
一
一
月
一
四
日

　
　
　
琴
路
祭
礼
、
通
物
。

　
　
＝
月
一
五
日

　
　
　
能
古
見
、
通
物
。
西
牟
田
踊
も
あ
り
。

○
享
保
一
九
年
（
一
七
三
四
）

　
　
八
月
二
八
日

　
　
　
鹿
嶋
郷
井
手
祭
、
浮
立
狂
言
上
演
。
塩
田
丹
生
へ
行
く
。

　
　
九
月
一
日

　
　
　
井
手
祭
、
浮
立
井
狂
言
上
演
。
御
屋
形
へ
も
参
上
。

　
　
九
月
九
日

　
　
　
木
庭
祭
礼
、
浮
立
踊
上
演
。

　
　
九
月
一
〇
日

　
　
　
御
屋
形
に
て
木
庭
浮
立
踊
上
演
。

　
　
一
〇
月
一
日
・
三
日

　
　
　
鹿
嶋
祭
礼
、
狂
言
上
演
。

　
　
一
〇
月
一
四
日

　
　
　
五
宮
に
て
立
願
成
就
の
た
め
狂
言
上
演
。

　
　
一
一
月
二
〇
日

　
　
　
琴
路
、
通
物
。

　
　
＝
月
二
一
日

　
　
　
能
古
見
、
通
物
。

○
享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）

　
　
八
月
一
一
日

　
　
　
井
手
祭
、
浮
立
踊
。

　
　
九
月
一
一
日

　
　
　
木
庭
祭
礼
、
狂
言
。

　
　
九
月
三
〇
日

　
　
　
五
宮
祭
礼
、
狂
言
。

　
　
一
〇
月
一
日

一
〇
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鹿
嶋
祭
礼
、
狂
言
。

＝
月
八
日

御
入
部
の
御
祝
と
し
て
浜
中
町
よ
り
願
い
出
、

＝
月
二
】
日

能
古
見
、
通
物
。

御
屋
形
に
て
狂
言
。

　
次
に
、
牛
津
の
富
商
野
田
家
の
日
記
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
佐
賀
県
小
城
郡
牛
津

新
町
の
野
田
家
に
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
か
ら
安

政
五
年
（
一
八
五
八
）
ま
で
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
牛
津
は
長
崎
街
道
の
宿
駅

で
、
そ
こ
で
野
田
家
は
質
屋
を
営
み
、
や
が
て
酒
造
業
や
制
蝋
業
な
ど
に
も
手
を

拡
げ
た
。
こ
の
日
記
は
、
佐
賀
と
い
う
一
地
方
の
み
に
埋
れ
る
に
は
あ
ま
り
に
も

惜
し
い
、
近
世
の
庶
民
生
活
の
あ
り
さ
ま
が
如
実
に
窺
え
る
、
貴
重
な
資
料
で
あ

る
。
こ
の
日
記
も
、
三
好
不
二
雄
先
生
御
夫
妻
の
手
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
て
い

②
る
。
で
は
左
に
、
芸
能
興
行
記
事
の
う
ち
浮
立
な
ど
を
省
略
し
た
も
の
を
表
と
し

　
　
　
　
　
③

て
掲
出
す
る
。

西
　
暦
ゴ

一
七
五
九

一
八
〇
四

一
八
一
二

一
八
一
四

要
行
年
召
場
所
一
芸
堕
罪

憲
九
力
薯

狂
言

外

題
　
　
備
　
考

文
化
元

戸
川
町

文
化
九
・
春

〃
・
四

嘉
瀬
町

山
王
大
権

現

＝二

ｵ
舞
台
あ
り

仕
立
狂
言
「
千
本
桜

文
化
一
一

狂芝
言居

上
満
村
・
下
満

村
の
者
が
や
る

努
旦
狂
言

近
世
佐
賀
の
芸
能
興
行
e

一
八
一
五
文
化
一
二
・
秋

／1 11　11　tl　tt　Xl

戸
川
町

大
村

西
川

岩
倉

大
町

納
所

芦
刈

狂
言

切
狂
言

切
物

切
狂
言

一
八
一
六
文
化
一
三
・
二

XX　lt　tl　／／ ／1　t／　t／　tt　11　1／　tt

秋八八　　夏

一
九

高
雄

六
反
田

内
戸
川

本
町

西
ノ
新
町

多
久窪門

前
佐
留
志

大
村

柳
暴
・
寺

主久
保
田

狂
言

狂
言

狂
言
　
者

狂
言

狂
言

狂
言

仕
立
狂
言

狂
言

三姫
口　回

天
毛
或
蹴
・
二
．
二
五
嘉
欝

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
高
雄

　
　
　
　
〃
・
三
　
　
　
伊
万
里

芝
居

芝
居

操
芝
居

一
八
一
八
文
政
元
・
春

　
　
　
　
〃
・
六

　
　
　
　
〃
・
九
・
一
六

　
　
　
　
～
二
二

　
　
　
　
政
二
・
二
・

　
　
　
　
　
　
一
五
～

　
　
　
　
　
三
・
一
〇

　
　
　
　
〃
・
三
・

　
　
　
　
　
一
一
～

碓
嘉
．
白
狂
廿
日

．
日
峯
社
　
狂
言

久
保
田
　
狂
言

扇
町
　
　
芝
居

佐
嘉

サ
サ
キ
ガ
ン
リ
ユ

鎌
倉
山

イ
モ
セ
山

新
徳
丸

御
所
桜
堀
川
夜
打

（
東
）
忠
臣
蔵
（
西
）
平

が
な
セ
イ
す
記

源
平
布
引

恋
女
房
染
分
手
綱

鬼
一
法
言

忠
臣
講
釈

義
仲
君
門
記

源
平
布
引
ノ
瀧

一
八
二
〇
文
政
三
・
春
　
武
雄
　
　
芝
居

金
毘
羅
社
開
帳

一
五
ケ
所
あ
り

集
物

舞
台
一
五
ケ
所

あ
り

香
椎
社
御
年
祭

ニ
ケ
所
あ
り

＝
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〃〃

近
世
佐
賀
の
芸
能
興
行
日

一
八
二
一

一
八
ニ
ニ

一
八
二
三

一
八
二
四

一
八
二
七

〃
・
三

〃
・
四
頃

文
政
四
・
春

〃
・
夏

〃文
政
五
・
春

文
政
六
・
春

〃

〃
・
七
・
九

〃
・
八
・
一

〃
・
八

　
政

七
・
二
・
三
〇
～

〃
・
四
・

　
一
五
～

〃一ｶ
・○政

秋藺

　本

佐諌
嘉早

清
水

当
国
・
近

国佐
嘉
八
田

本
庄
町

内
戸
川
村

新
宿

猪
留
・
他

唐
人
町

み
や
ん
町

多
布
施
口

窪戸
川
町

石
原
村

小
田
町
馬

場
観
音

山
王
大
権

現牛
尾
山

窪

一
△
三
誘
九
二
九
唯
巨
福

天
三
三
天
保
四
・
春

一
八
三
六

一
八
四
九

一
八
五
六

天
保
七
・
四

　　　ム　”　品
一・一i
二五二二
　・～・
　山　　　一
　ノ、一二
　～七・

安
政
三
・
盆
後

〃
二
〇
・

　
一
五
～
二
一

牛
津

山
王
大
権

現唐
人
新
町

日
ノ
宮

稲
佐
宮

佐
嘉
新
宮

敷
山
神
社

芝芝
居居

芝
居

狂
言

芝
居

仕
立
狂
言

仕
立
狂
言

狂
言
芝
居

あ
や
つ
り

芝
居

狂
言
仕
立

狂
言
仕
立

狂
言
仕
立

芝
居

狂
言

に
わ
か

狂
言
仕
立

仕
立
狂
旦
子
供

仕
立
狂
言

狂
言

狂
言
芝
居

や狂狂
つ言百
り’
　あ

子
供

町
人

稲
荷

千
本
桜

田
村
丸
・
鈴
鹿
合
戦

忠
臣
義
臣
伝

太
閤
記

（
上
満
村
）
ヒ
ル
が
小

　
　
　
嶋

（
下
満
村
）
近
江
源
氏

弐
ツ
丁
々

鎌
倉
三
代
記

本
朝
廿
四
孝

（
上
満
村
）
前
太
平
記

（
下
満
村
）
千
本
桜

すご開二二
るの帳百ケ
狂　年所

　平臥あ
　流観り
　行音

キ
リ
一

双
蝶
々
曲
輪
日

記二
〇
余
年
振
り

に
て
大
入

佐
嘉
町
々
よ
り

舞
台
を
作
る

見
物
人
如
山

註
①＠＠

一
二

「
鹿
島
藩
日
記
』
全
五
巻
（
祐
徳
稲
荷
神
社
、
昭
和
五
三
年
五
月
～
五
八
年
一
〇
月

刊
）
。『

野
田
家
日
記
』
西
日
本
文
化
協
会
、
昭
和
四
九
年
三
月
刊
。

以
下
の
表
は
、
既
に
「
佐
賀
の
文
学
』
（
新
郷
土
刊
行
協
会
、
昭
和
六
二
年
一
月
刊
）

で
紹
介
し
た
が
、
同
書
の
地
域
性
を
考
え
、
再
度
掲
出
し
た
。

付
記

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
祐
徳
稲
荷
神
社
、
佐
賀
県
立
図
書
館
、
三
好
不
二
雄
先

生
、
島
江
上
平
氏
、
江
頭
英
毅
氏
、
碇
美
也
子
氏
、
金
子
信
二
氏
の
御
援
助
、

御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
未
完
）
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